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●新幹線、高速道路等の広域交通網が整備され、首都圏、北陸地方、
東北地方を結ぶ交通の要衝

●猪苗代湖、羽鳥湖、あぶくま洞、三春の滝桜等の豊かな自然、磐梯
熱海温泉、母畑温泉等の温泉、郡山うねめ祭り、松明あかし等の催
事など多彩な観光資源

郡山市・須賀川市・田村市・鏡石町・
天栄村・石川町・玉川村・平田村・浅川町・
古殿町・三春町・小野町

■福島県の中通り中部に位置
■東に阿武隈高地、西に猪苗代湖
■南北に流れる阿武隈川流域には安積平野が広がる
■連携中枢都市圏こおりやま広域圏の形成（2019 年〜）

●産業構造の内訳（上位）
　製造業	 443,187 百万円（22.2％）
　卸売・小売業　224,990 百万円（11.2％）
　不動産業	 224,106 百万円（11.2％）

●県ハイテクプラザ、県農業総合センター、ふくしま医療機器開発支
援センター、産業技術総合研究所福島再生可能エネルギー研究所、
テクノアカデミー郡山、環境創造センター等の試験研究・調査・人
材育成機関の下、広域的な産学官連携により、産業等が集積

●農林水産業では、あさか舞や天栄米等の米を始め、きゅうり、トマト、
ピーマン等の園芸作物、肉用牛・酪農等の畜産、椎茸の生産が盛ん
で（本県総生産の約 3割）、木材関連工場も多数立地

●県動物愛護センターによる動物の愛護及び適正飼養の普及啓発

県 中 地 域

1 地域の概要・特徴
面　積

2,406.24㎢
（県全体の 17.5％）

人　口
515,897人
（県全体の 28.4％）

（年少 11.8％ / 生産 57.9％ / 高齢 30.3％）

世帯数
208,863世帯

（県全体の 28.1％）

地域内総生産
2兆6億円
（県全体の 25.3％）

就業人口
259,662人
（県全体の 28.2％）

概　要

特　徴

猪苗代湖・湖南地区

環境創造センター
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●東日本大震災や大型台風災害の経験を踏まえ、防災・減災、迅速な復旧・復興に向けた取組が求められ
ており、災害に強い道路ネットワークの構築や河川改修、施設の長寿命化等が必要になっています。

●被災事業者や被災農林業者等への支援が必要になっています。

●東日本大震災の避難者を始め、被災者への継続的な保健・医療・福祉の支援が求められています。

●被災者支援の一環として、大規模災害発生時には円滑なペット同行避難ができるよう社会的な取組
が求められるとともに、平時においても動物福祉の向上が必要になっています。

●放射性物質に関する不安の解消や風評の払拭が求められています。

●高齢化社会に対応するため、効率的かつ質の高い医療提供体制や地域包括ケアシステムの構築等、健康
長寿に向けた取組等が求められています。

●一人一人が安心ややさしさを感じ、自分らしく活躍できる環境や安心して子どもを生み育てられる環境
の整備が求められています。

●交流・移住のニーズの多様化や個性化の進展に対応するため、「こおりやま広域圏」の広域連携により、
多彩な地域資源を活用し、福島空港の利活用促進、交流人口拡大、関係人口の創出、移住・定住、都市
と農山村の交流促進等について、地域が一体となって推進していくことが求められています。

2 地域の課題

こおりやま広域圏の地理的優位性と高いポテンシャルをいかし、新たな未来を創る
産業の創出・集積、農林水産業の高付加価値化、担い手の育成を進め、本県経済
をけん引する産業の振興と郷土愛を育む魅力あふれる地域づくりを進めます。

県中地域の目指す方向性

地域の課題

課題1 災害の克服、安全・安心の確保

課題2 広域連携による交流・関係人口拡大、移住・定住の推進

施策1 「災害の克服、安全で安心に暮らせる
地域社会の形成」を図ります。

P.165 へ

施策2 「こおりやま広域圏の広域連携による多彩な地域資源を活用した
交流人口拡大、関係人口の創出、移住・定住の推進」を図ります。

P.166 へ
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●多数の試験研究機関の立地や、地理上・産業上の優位性をいかし、ロボット関連産業、再生可能エ
ネルギー関連産業、医療機器関連産業、航空宇宙関連産業等の成長産業を振興し、本県経済をけん
引していく必要があります。

●AI・IoT、ロボット技術の導入促進等、第 4次産業革命により実現する超スマート社会の実現に
向けた基幹技術に係る企業支援や、高度技術産業・地域産業に柔軟に対応できる人材の育成・確保
が求められています。

●事業主の高齢化や後継者不足による廃業で空き店舗が増えており、地域経済の衰退や商業機能の低
下が危惧されています。

●安全・安心な県産農林水産物の安定供給と生産者の所得向上を図る技術の開発・導入支援が求めら
れています。

●農林業を支える担い手の確保・育成を図るとともに、所得向上を目指した生産活動の展開が求めら
れています。

地域の課題

課題3 産業の創出・集積、高度産業人材の育成・確保

施策3 「新たな未来を創り、地域経済をけん引する産業の創出・
集積、高度産業人材等の育成・確保」を図ります。

P.166 へ

●人口減少・高齢化により、過疎化が進んでおり、地域の維持・活力向上が課題となっています。ま
た、住民が地域に対する誇りや愛着を育む地域づくりや地域の担い手の育成が求められています。

●生活交通の確保など、地域における生活基盤の維持・改善が求められています。
●農山村の暮らしと環境の維持・保全が求められています。

課題4 過疎・中山間地域の振興、生活基盤整備、担い手の育成

施策4 「地域に対する誇りと愛着を育む魅力あふれる
地域づくりと生活基盤の充実、担い手の育成」を図ります。

P.167 へ

●人口減少下で持続可能な社会を形成することが課題であり、経済・社会・環境のバランスが取れた
持続可能な開発（SDGs の推進）が求められています。

●生態系に配慮した河川などの整備や、環境と共生する農林業の推進が求められています。

課題5 人口減少下での持続可能な社会形成

施策5 「経済・社会・環境のバランスが取れた持続可能な
発展を成し遂げる地域社会の形成」を進めます。

P.167 へ




